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農業委員改選される
〜会長に田中行雄氏を、会長職務代理者には岡庭一美氏を選出〜

　任期満了による農業委員の一般選挙が 7月 6日（日）に告示され、立候補者数が定員 18 名と同
数であったため、全員が無投票当選し、更に農業団体、市議会推薦の 8名を加えた計 26 名の農業
委員が誕生しました。
　改選後の農業委員会初の総会は 7月 22 日（火）に招集され、会長に田中行雄委員を、会長職務
代理者には岡庭一美委員を選出しました。

所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る
申
告
書

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有
・
耕
作

し
て
い
る
方

○
所
有
地
に
生
産
緑
地
又
は
納
税
猶
予
適

用
農
地
が
あ
る
方

に
は
、「
所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る

申
告
書
」
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
過
去

に
申
告
さ
れ
ま
し
た
内
容
を
印
字
し
て
い

ま
す
の
で
、
変
更
箇
所
を
訂
正
・
修
正
の

上
、
変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
こ
の
申
告
書
に
基
づ

い
て
農
地
法
の
許
可
や
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
の
要
件
審
査
、
各
種
証
明
書
の
交
付

等
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
申
告

書
に
従
事
日
数
等
の
記
入
漏
れ
が
あ
る

と
、
証
明
書
の
即
時
交
付
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

農
地
管
理
状
況
調
査
票

○
耕
作
地
が
10
ア
ー
ル
未
満
の
方

に
は
、「
農
地
管
理
状
況
調
査
票
」
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
毎

年
1
回
の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
農
地
を
所
有
し
て
い

る
方
全
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
農
地
の

適
正
利
用
の
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

書
類
が
届
い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方

で
、
申
告
書
で
は
な
く
調
査
票
の
方
が
届

い
た
等
の
場
合
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
電
話 

0
4
7
（
4
3
6
）
2
7
4
5

申
告
書
・
調
査
票
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

7
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
農
業
委
員
改
選

に
お
い
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
委
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
再
度
会
長
職
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
の
あ
り
方
が
根
底
か
ら
転
換
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
国
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
農

業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
た
め
、
農
地
の

有
効
利
用
を
促
進
す
る
農
地
中
間
管
理
機

構
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
業
協
同
組
合
・
農
業
委
員

会
・
農
業
生
産
法
人
の
あ
り
方
の
見
直
し

が
提
言
さ
れ
、
6
月
24
日
「
規
制
改
革
実

施
計
画
」「
日
本
再
興
戦
略
（
改
訂
）」
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
農
業
委
員
会
の
改
革
で
は
、
公
選

船
橋
市
農
業
委
員
会

 

会
長
　
田
中
　
行
雄

就
任
の
ご
挨
拶制

の
見
直
し
、
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全

国
農
業
会
議
所
制
度
の
見
直
し
、
意
見
の

公
表
・
行
政
庁
へ
の
建
議
な
ど
の
法
律
業

務
か
ら
の
除
外
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、「
農
」
の
現
場
を
熟

知
し
、
地
域
の
信
頼
を
得
て
日
々
活
動
に

邁
進
す
る
農
業
委
員
に
大
き
な
不
安
感
を

抱
か
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
農
業
の

維
持
・
発
展
や
、
今
後
求
め
ら
れ
る
農
地

の
確
保
・
集
約
、
有
効
利
用
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業
者

の
利
益
代
表
機
関
た
る
農
業
委
員
会
と
し

て
、
市
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
対
処
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　

今
後
と
も
、
農
業
者
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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石 井 俊 郎
東中山
2期

石 神 豊 治
古和釜町
2期

奈良五十八
馬込町
3期

田久保好晴
西船

市議会推薦

橋 本 邦 俊
飯山満町
2期

川 野 辺 豊
西船

ちば東葛農協推薦

濱 田　 実
上山町
2期

藤 城 孝 義
高根町

市川市農協推薦

齋 藤 教 子
坪井町
7期

小 池 正 一
二和東
3期

土 橋 博 之
三山
4期

興 松　 勲
中野木
2期

濱田騏一郎
上山町

北総農業共済組合推薦

三 橋　 誠
東町
3期

仲 村　 弘
高根町
2期

小 石　 洋
前原西
市議会推薦

角 田 秀 穂
芝山

市議会推薦

木 村 正 伸
神保町
2期

小 川　 晃
東船橋
1期

金 沢 和 子
夏見

市議会推薦

神 山 茂 樹
豊富町
2期

金 子 一 雄
前貝塚町
4期

田 中 行 雄
印内
4期

岡 庭 一 美
三咲
3期

武 藤 英 夫
小室町

印旛沼土地改良区推薦

飯 島 行 雄
金堀町
14期

新
し
い
委
員
を

�

紹
介
い
た
し
ま
す

（
議
席
順
）

農地や農業経営等について
の相談、意見など、お気軽
にお近くの農業委員または
事務局までどうぞ！

連絡先（事務局）
047-436-2742～2745
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三橋　誠
（東町）

農
業
委
員
の
二
期
目
を
務
め
て

農
業
委
員
に
な
る
前
は
、
農
地
の
事
は

何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
農
地
を
管
理
し
て
い
く
う
え

で
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
元
農
業
委

員
や
先
輩
農
家
な
ど
に
聴
い
て
勉
強
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
夏
見
、
東
町
、
米
が
崎
地

区
か
ら
農
業
委
員
を
選
出
せ
ね
ば
な
ら
な

い
農
家
組
合
長
の
集
ま
る
会
議
が
あ
り
、

私
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
良
い
機
会
だ
と

思
い
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
期
目
を
や
っ
て
み
る
と
農
地
を
分
譲

住
宅
や
駐
車
場
に
売
買
な
ど
の
申
請
を
審

議
し
た
後
、
決
を
と
る
内
容
で
し
た
。
大

変
、
重
要
な
大
事
な
仕
事
で
す
。
現
地
審

査
と
面
接
審
査
も
あ
り
ま
す
。

二
期
目
を
迎
え
、
審
査
班
長
、
耕
作
放

棄
地
対
策
委
員
会
副
会
長
、
夏
見
台
小
学

校
学
童
農
園
担
当
な
ど
を
や
り
ま
し
た
。

審
査
班
長
は
、
現
地
調
査
、
事
情
調
査
、

総
会
で
の
報
告
発
表
な
ど
、
耕
作
放
棄
発

表
で
は
、
荒
れ
た
畑
を
た
く
さ
ん
草
刈
り

を
し
て
か
ら
耕
し
ま
し
た
。
学
童
農
園
で

は
、
耕
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
、
さ
つ
ま
い

も
植
え
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
経
験
、
体
験
を
し
て
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

申
請
が
必
要
な
事
を
知
ら
な
い
方
に
は
、

伝
え
教
え
、
違
反
農
地
の
な
い
船
橋
に
な

る
様
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

岡庭一美
（三咲）

農
業
委
員
に
な
っ
て

三
咲
地
区
の
皆
様
に
推
薦
さ
れ
、
農
業

委
員
と
な
り
ま
し
て
、
早
2
期
6
年
が
経

ち
ま
し
た
。

就
任
当
初
か
ら
い
た
し
ま
す
と
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
地
の
宅
地
化
が
進
み
、
日
照
問
題
や

住
民
と
の
軋
轢
を
抱
え
、
い
ま
だ
デ
フ
レ

の
脱
却
が
進
ま
ず
、
農
産
物
の
価
格
低
迷

の
な
か
、
頑
張
っ
て
農
業
を
続
け
て
い
る

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
行
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
へ
の
理
解
を
得

る
為
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会

や
学
童
農
園
を
通
じ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
努
力
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

農
地
転
用
の
許
可
に
お
き
ま
し
て
も
、

周
囲
の
農
地
へ
の
配
慮
を
考
え
、
慎
重
に

判
断
い
た
す
つ
も
り
で
す
。
農
地
法
も
変

わ
る
予
定
で
す
の
で
、
将
来
の
予
測
は
つ

農
業
委
員
紹
介

〜
引
き
続
き
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
〜

　許可なく農地を建設残土などで埋
め立てたり、建物を建てたりするこ
とは禁止されています。農地を転用
しようとするときは、必ず農業委員
会に相談してください。

7月～ 9月は「農地違反転用防
止対策強化月間」です。

農地の転用には
許可・届出が必要です！

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
と
き
は

農
地
を
耕
作
目
的
で
貸
し
借
り
す
る
場

合
は
、
農
地
法
又
は
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
法
に
よ
る
賃
貸
借
の
場
合
は
、
契

約
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、
更
新
を
し
な

い
た
め
の
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
契
約

は
法
定
更
新
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
基
盤
強
化
促
進
法
で
は
、
契
約

期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
貸
主
に
自
動
的

に
農
地
が
返
っ
て
き
ま
す
。
離
作
料
は
発

生
し
ま
せ
ん
。
貸
し
借
り
を
継
続
す
る
場

合
は
再
設
定
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
・
効
率
化
を
図
る
担
い

手
を
支
援
す
る
た
め
、
土
地
所
有
者
が
安

心
し
て
土
地
を
貸
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
権
を
設
定
で
き
る
農
地

は
市
街
化
調
整
区
域
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
地
を
借
り
た
い
・
貸
し
た
い
希
望

の
あ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※�

口
約
束
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
す
！�

�

必
ず
正
規
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

き
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
と
な
り

ま
し
て
も
、
船
橋
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
本
に
は
食
を
守
っ
て
い
る
農
業
と
い
う

職
業
が
必
要
で
す
。

職
業
と
し
て
成
り
立
つ
農
業
を
支
援
し

て
ゆ
く
農
業
委
員
に
な
っ
て
行
き
た
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
地
区
の
皆
様
よ
り
3
期
目
の
推

薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
者
と
農
地

を
守
る
為
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田中行雄
（印内）

都
市
化
の
中
で
地
域
農
業
の
た
め
に

私
が
農
業
委
員
に
な
っ
て
9
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

年
々
、
都
市
農
業
の
む
ず
か
し
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
開
発
が
進
む
中
、
野

菜
を
育
て
る
為
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る

た
め
に
農
業
委
員
会
と
し
て
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

農
業
を
守
る
た
め
に
は
、
若
者
の
育
成

と
新
し
い
農
業
資
材
を
取
り
入
れ
、
安
心

し
て
子
供
た
ち
に
食
せ
る
農
産
物
を
生
産

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
転
用
に
お
い
て
は
、
農

業
委
員
会
に
必
ず
相
談
し
て
い
た
だ
き
、

違
反
転
用
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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峰
台
小
学
校

一
言
で
言
え
ば
「
本
校
の
児
童
は
、
大

変
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
裏
門
か
ら
僅
か
二
百
メ
ー
ト

ル
程
の
所
の
約
2
ア
ー
ル
の
畑
を
貸
し
て

貰
え
て
、
し
か
も
、
農
業
委
員
の
仲
村
氏

が
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
畑
を
耕
耘
し
て

く
れ
る
。
そ
の
上
、
市
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
ば
か
り
か
、
肥
料
や
黒
マ
ル
チ
を
手
配

し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
毎
年
、

本
校
の
二
年
生
の
児
童
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
を
植
え
て
、
イ
モ
を
収
穫
す
る
と
い
う

体
験
学
習
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

児
童
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
苗
を
貰

い
、春
に
植
え
、秋
に
収
穫
す
る
の
だ
が
、

全
く
経
験
の
な
い
児
童
が
殆
ど
の
た
め
、

苗
を
植
え
る
の
に
も
一
苦
労
で
あ
る
。

25
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

学
童
農
園
報
告

平
成
26
年
度 

農
業
モ
ニ
タ
ー

36
名
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

4
月
22
日
、
今
年
度
の
農
業
モ
ニ
タ
ー

の
委
嘱
状
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
は
、
1
年
間
の
任

期
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
先
進
地
視
察
・
座

談
会
な
ど
を
行
い
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
等
を
公
正
に
聴
取
し
て
、
市

や
県
等
の
農
政
施
策
に
対
す
る
建
議
と
し

て
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

會
　
田
　
和
　
子
　（
豊
富
町
）

秋
　
山
　
加
代
子
　（
旭
町
）

天
　
野
　
　
晃
　
　（
前
原
西
）

飯
　
塚
　
咲
　
子
　（
山
手
）

石
　
井
　
亀
一
郎
　（
上
山
町
）

石
　
井
　
直
　
彦
　（
高
根
町
）

岩
　
佐
　
千
登
世
　（
坪
井
町
）

小
　
川
　
晃
　
生
　（
東
船
橋
）

小
　
川
　
幸
　
作
　（
咲
が
丘
）

興
　
松
　
重
　
典
　（
中
野
木
）

織
　
戸
　
　
孝
　
　（
飯
山
満
町
）

加
　
納
　
久
美
子
　（
二
和
東
）

鎌
　
倉
　
純
　
子
　（
印
内
）

鎌
　
倉
　
賴
　
仁
　（
印
内
）

川
野
辺
　
武
　
雄
　（
西
船
）

近
　
藤
　
美
　
紀
　（
飯
山
満
町
）

齋
　
藤
　
久
　
子
　（
坪
井
町
）

齋
　
藤
　
秀
　
子
　（
坪
井
町
）

佐
久
間
　
純
　
子
　（
南
三
咲
）

白
　
井
　
廣
　
司
　（
神
保
町
）

そ
し
て
、雑
草
の
成
長
の
早
さ
に
驚
き
、

イ
モ
の
葉
の
広
が
り
に
驚
き
、
蔓
が
縦
横

無
尽
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
秋
に

な
っ
て
、
土
の
中
か
ら
自
分
の
手
よ
り

ず
っ
と
大
き
な
イ
モ
が
幾
つ
も
か
た
ま
っ

て
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
夢
中
に
な
っ
て

掘
り
起
こ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
体
験
は
、座
学
で
は
得
ら
れ
な
い
、

謂
わ
ば
五
感
で
学
ぶ
体
験
学
習
で
あ
り
、

驚
き
と
喜
び
が
伴
う
も
の
で
も
あ
る
。
そ

し
て
、
同
時
に
、
食
育
教
育
は
も
と
よ
り

「
命
あ
る
も
の
を
い
た
だ
く
」
と
い
う
命

の
教
育
へ
と
進
む
そ
の
第
一
歩
に
も
な
り

う
る
も
の
で
も
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
を
充
分
理
解
し
て
い
る
本

校
の
保
護
者
は
、
父
親
（
お
や
じ
組
）
を

中
心
に
、
除
草
や
畝
作
り
や
マ
ル
チ
張
り

を
買
っ
て
出
て
く
れ
て
い
る
。

市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、
様
々
な
立

場
の
人
々
が
力
を
貸
し
て
く
れ
て
、
子
ど

も
の
よ
り
良
い
成
長
を
図
る
と
い
う
「
学

童
農
園
事
業
」
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。�

峰
台
小
学
校
教
頭　

柴
原
正
太
郎

鈴
　
木
　
　
弦
　
　（
馬
込
西
）

髙
　
橋
　
祥
　
子
　（
旭
町
）

田
　
中
　
輝
　
美
　（
印
内
）

土
　
𣘺
　
栄
　
子
　（
三
山
）

成
　
島
　
美
　
行
　（
西
船
）

橋
　
本
　
恭
　
郎
　（
西
船
）

日
　
暮
　
宗
　
一
　（
古
和
釜
町
）

藤
　
城
　
悦
　
子
　（
高
根
町
）

藤
　
代
　
一
　
枝
　（
高
根
町
）

増
　
田
　
和
　
敏
　（
三
咲
）

松
　
丸
　
み
ゆ
き
　（
小
野
田
町
）

三
　
橋
　
貴
誉
子
　（
東
町
）

三
　
橋
　
眞
理
子
　（
古
作
）

三
　
橋
　
美
佐
子
　（
飯
山
満
町
）

武
　
藤
　
恵
美
子
　（
上
山
町
）

米
　
井
　
浩
　
司
　（
小
室
町
）

・
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

市
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

知
っ
て
い
た
方
は
約
三
割
で
あ
っ
た
が
、

参
加
対
象
者
が
家
族
に
い
る
場
合
に
参
加

さ
せ
た
い
と
考
え
る
方
が
八
割
以
上
で
あ

り
、
ま
た
、
ほ
ぼ
全
員
が
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
し
た
ほ
う
が
良
い
と
回
答

し
た
。

・
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

過
半
数
の
方
が
、
現
在
農
地
の
貸
借
を

し
て
お
ら
ず
、
約
九
割
の
方
が
今
後
も
現

状
維
持
の
意
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
借
り
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
規
模

拡
大
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
」、
貸
す
こ

と
に
つ
い
て
は
「
返
し
て
も
ら
い
た
い
と

き
に
問
題
が
生
じ
な
い
か
不
安
」
と
い
う

意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。



船橋市農委だより 船橋市農委だより （６）

去
る
5
月
13
日
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、

今
年
も
農
業
委
員
、
農
業
モ
ニ
タ
ー
と
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
合
同
に
よ
る
先
進
農
家

視
察
と
座
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

飯塚さんのハウス

最
初
の
視
察
先
は
、住
宅
街
の
一
角
に
、

広
大
な
緑
が
広
が
る
山
手
の
小
松
菜
栽
培

の
飯
塚
和
之
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
、

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

約
1
、
6
0
0
坪
の
敷
地
に
ハ
ウ
ス

栽
培
と
露
地
栽
培
を
展
開
し
、
年
間
6
～

7
回
転
栽
培
、
約
10
万
束
を
主
に
船
橋
市

場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
経
営
主
で
父
親

の
一
則
さ
ん
は
、
昨
年
の
農
水
産
祭
り
で

農
業
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

和
之
さ
ん
は
後
継
者
と
し
て
平
成
15
年
に

就
農
、
平
成
19
年
に
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
を
実
践
す
る
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
の

認
証
を
受
け
ま
し
た
。

小
松
菜
を
栽
培
す
る
上
で
、
安
心
・
安

全
で
常
に
新
鮮
な
状
態
で
皆
さ
ん
に
提
供

農
業
委
員・農
業
モ
ニ
タ
ー・

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

合
同
視
察
及
び
座
談
会

で
き
る
よ
う
、
ま
た
姿
が
き
れ
い
に
見
え

る
よ
う
に
束
ね
る
こ
と
を
特
に
心
が
け
、

高
品
質
な
小
松
菜
作
り
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
J
A
ち
ば
東
葛
西
船
橋
葉

物
共
販
組
合
に
属
す
る
後
継
者
の
組
織

「
チ
ー
ム
う
ぐ
い
す
」
で
、
勉
強
会
や
視

察
を
行
い
生
産
技
術
を
磨
く
と
と
も
に
、

様
々
な
食
育
活
動
や
地
元
飲
食
店
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
、
小
松
菜
を
通
し

て
地
域
と
つ
な
が
り
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
、
ま
た
、

誠
実
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

農業センター

次
に
、
金
堀
町
に
あ
る
船
橋
市
農
業
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
の
挨
拶
の
後
、
試
験
栽
培
や
品
種
改

良
等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
内

を
、
露
地
の
圃
場
で
の
ニ
ン
ジ
ン
の
品
種

比
較
栽
培
や
、
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
小
松
菜
、キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
等
、ま
た
、

果
樹
（
梨
・
ブ
ド
ウ
）
圃
場
を
、
詳
し
い

説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

特
に
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
熱

心
に
聞
き
入
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

北部公民館での座談会

そ
の
後
、
座
談
会
の
会
場
の
北
部
公
民

館
に
移
動
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
1
グ
ル
ー

プ
12
名
程
度
の
班
に
分
か
れ
て
の
座
談
会

を
行
い
ま
し
た
。
各
班
と
も
、
和
気
あ
い

あ
い
と
活
発
に
話
し
合
わ
れ
た
よ
う
で
し

た
。
そ
の
後
、
農
業
モ
ニ
タ
ー
の
土
橋
栄

子
さ
ん
の
司
会
に
よ
る
全
体
会
で
、
班
ご

と
に
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
報
告
し
、
皆

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
安
心
・
安
全
、
新
鮮
な
野
菜

を
も
っ
と
手
軽
に
買
え
る
場
所
を
求
め
て

い
る
声
が
多
く
、
消
費
者
と
生
産
者
と
の

お
互
い
の
理
解
を
深
め
合
っ
て
、
都
市
農

業
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
等
々
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
　

ま
た
、
T
P
P
、
高
い
相
続
税
で
農
業

が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
不
安
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
視
察
・
座
談
会
は
、
本
市

の
農
業
及
び
農
家
、
消
費
者
を
知
る
・
交

流
す
る
・
理
解
す
る
良
い
機
会
と
な
り
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
再
確
認
し
た
一
日

で
し
た
。

農 借 情地 料 報の賃
　農地法及び農業経営基盤強化促進法により締結（公
告）された賃貸借における実勢賃借料についてお知ら
せいたします。賃借料決定の参考としてください。

（平成25年1月～12月・金額は10アール当たり）
区分 平均額 最高額 最低額 データ数
田 15,300円 20,200円 13,900円 27
畑 18,200円 24,700円 7,300円 69
樹園地 51,600円 53,200円 50,000円 4
○「データ数」は、集計に用いた筆数
○�賃借料を物納支給（水稲）としている場合、60kgあたり13,900
円に換算

○金額は、算出結果を100円単位に四捨五入
※�樹園地は25年中のデータ数が不足しているため、24年の実績

農業者年金でゆとりある老後設計を
❶�国民年金第1号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の人なら
誰でも加入できます。
❷�自分の年金原資を自分で積み立て、加入者や受給者の数に左右されない積立方
式の確定拠出型年金です。
❸保険料は月額2万円から6万7,000円まで1,000円単位で自由に選択できます。
❹80歳までの保証が付いた終身年金です。
❺�保険料は全額が社会保険料控除の対象になり、年金は公的年金等控除の対象と
なります。
❻�認定農業者や青色申告者等に対しては、国から保険料の補助（2割～5割）が
あります。

※詳しくはJAまたは農業委員会事務局まで
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6
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
埼
玉
県
と

栃
木
県
へ
農
業
委
員
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
梅
雨
時
期
の
曇
り
空
の
下
、
心
配
さ
れ

た
天
候
も
出
発
前
、
窓
ガ
ラ
ス
に
パ
ラ
パ
ラ
と

水
滴
が
着
く
程
度
で
、
二
日
間
良
好
な
視
察
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
唯
一
の
体
験
型
農
林
公
園

埼
玉
県
農
林
公
園

埼玉県農林公園

最
初
の
視
察
先
は
、
約
16 

ha
の
敷
地
の
中
に

農
林
セ
ン
タ
ー
、
木
材
文
化
会
館
、
花
卉
指
導

施
設
、
圃
場
、
庭
園
、
農
産
物
直
売
所
、
食
堂

等
の
施
設
が
あ
る
埼
玉
県
農
林
公
園
で
す
。

農
林
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
田
村
部
長
よ
り
当

園
の
概
要
と
目
的
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。県

民
の
方
（々
農
林
業
関
係
者
を
含
む
）が
、「
い
つ

で
も
遊
べ
る
、食
べ
る
、学
べ
る
」が
行
え
る
埼
玉

県
唯
一
の
体
験
型
農
林
公
園
で
、年
間
約
50
万

人
も
の
利
用
者
が
い
る
そ
う
で
す
。広
大
な
敷

地
内
は
、少
人
数
で
管
理
し
て
い
る
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
、き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

圃
場
で
は
果
樹
や
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
無
料
収
穫
体
験
や
年
間
通

し
て
予
約
の
必
要
が
な
く
、
1
回
1
0
0
円
、

時
間
制
限
な
し
の
収
穫
体
験
は
と
て
も
人
気
が

あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
他
、
地
場
産
食
材
を
使
っ
て
の
調
理
実

習
や
県
産
材
木
を
使
っ
た
木
工
教
室
、
地
元
の

特
産
品
を
置
い
た
直
売
場
等
、
老
若
男
女
が
1

年
を
通
し
て
様
々
な
体
験
が
で
き
1
日
中
楽
し

め
ま
す
。
家
族
を
連
れ
て
何
度
も
来
た
く
な
る

農
業
委
員
視
察
研
修

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

長
期
多
段
ど
り
栽
培
で
収
穫
ア
ッ
プ

㈲
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
オ
オ
ヤ
マ

午
後
か
ら
の
視
察
は
、
1
ha
の
高
軒
高
ハ
ウ

ス
で
年
間
約
3
5
0
t
の
ト
マ
ト
生
産
を
す

る
栃
木
市
の
㈲
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
オ
オ
ヤ
マ
で

す
。通

常
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
2
倍
以
上
の
収
量
を

可
能
と
し
た
の
は
、
何
年
も
か
け
て
土
耕
に
よ

る
長
期
多
段
ど
り
栽
培
（
23
～
24
段
）
の
技
術

を
確
立
で
き
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。今
も
な
お
、

多
収
技
術
の
開
発
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
用
し

て
の
省
エ
ネ
、
環
境
制
御
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

の
管
理
等
、
更
な
る
多
収
に
向
け
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

お
盆
時
期
に
定
植
し
て
、
10
月
か
ら
9
ヶ
月

半
の
長
期
間
に
渡
り
収
穫
で
き
る
そ
う
で
す
。

長
期
間
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
除
態
勢

を
と
っ
て
い
て
、
最
盛
期
は
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て

の
見
学
は
で
き
な
い
と
の
事
。
こ
の
時
期
は
収

穫
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
、
散
水
用
チ
ュ
ー
ブ

や
液
肥
用
チ
ュ
ー
ブ
を
片
付
け
て
い
る
ハ
ウ
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
収
穫
後
の
樹
は
堆
肥
処
理
し

て
田
に
撒
く
と
の
こ
と
で
す
。

15
名
い
る
パ
ー
ト
の
方
々
も
長
期
雇
用
に
よ

り
、
技
術
が
高
く
8
時
半
～
17
時
ま
で
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
1
年

を
通
し
て
研
修
生
を
受
入
れ
、
こ
こ
で
学
ん
だ

技
術
を
持
ち
帰
り
、
そ
こ
で
も
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
好
循
環
が
地
域
貢
献
に
繋
が
り

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
様
な
栽
培
を
見
学
す
る
こ
と
は
初
め
て

で
、
と
て
も
興
味
深
く
、
時
間
が
足
り
な
い
程

数
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

(有)サンファーム・オオヤマ

「
農
家
が
儲
か
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
！
」

農
家
が
育
て
た
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原

2
日
目
の
最
初
は
、
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
を
視

察
し
ま
し
た
。

ア
グ
リ
パ
ル
と
は
、「
ア
グ
リ
＝
農
業
、
パ

ル
＝
友
達
」か
ら
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
の
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
会
の
代
表
の

方
々
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
農
家
が
作
っ
た
も
の
は
、
す
べ
て
買
っ
て

ほ
し
い
ん
だ
」。
水
田
の
整
備
が
終
わ
っ
た
と

思
っ
た
ら
重
い
減
反
が
の
し
か
か
っ
て
き
た
。

「
何
を
？
ど
う
作
れ
ば
食
っ
て
い
け
る
ん
だ
」

の
思
い
か
ら
研
究
会
を
作
り
ス
タ
ー
ト
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

「
水
田
か
ら
離
れ
何
か
を
」「
22 

ha
を
ど
う
し

て
ゆ
く
か
？
」「
こ
の
地
で
果
樹
を
、
花
を
、

体
験
を
」と
い
う
こ
と
か
ら
、「
観
光
農
園
構
想
」

へ
の
ま
と
ま
り
と
な
り
、
平
成
3
年
に
試
験
直

売
所
を
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
形
で
開
設
し
、
5
年

間
の
実
績
か
ら
、「
こ
れ
な
ら
や
っ
て
行
け
る

の
で
は
」
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
8
年
「
ア
グ

リ
パ
ル
塩
原
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

「
あ
く
ま
で
、
独
立
採
算
」
こ
の
事
が
意
欲

へ
さ
ら
な
る
刺
激
と
な
り
、
収
益
を
上
げ
て
き

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
会
運
営
等
は
共
通
経
費

（
イ
ベ
ン
ト
経
費
・
役
員
報
等
）
を
頂
く
だ
け

と
の
事
で
し
た
。「
農
家
（
こ
の
地
域
で
暮
ら

す
人
々
）
が
儲
か
ら
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な

い
、施
設
が
儲
か
っ
た
っ
て
何
の
意
味
も
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
し
て
、
課
題
と
し
て
地
域
農
家
の
高
齢
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
ゆ
く
か
。
こ
の
解
決
に
向

け
模
索
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

季
節
感
を
大
切
に
、「
一
年
中
い
つ
で
も
来
て
ね
」

い
ち
ご
の
里
湯
本
農
場

午
後
の
視
察
は
㈲
い
ち
ご
の
里
湯
本
農
場
で

し
た
。

ま
ず
、
こ
の
視
察
時
期
に
イ
チ
ゴ
が
あ
る
の

か
？
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
の
視
察
で
し
た
。

案
の
定
、
イ
チ
ゴ
温
室
は
収
穫
を
終
え
後
片

付
け
に
入
っ
て
お
り
、
そ
ん
な
温
室
を
横
目
に

バ
ス
を
降
り
る
と
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
目
に
入

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
視
察
す
る
の
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
昼
食
も
こ
こ
で
と
い
う
こ
と
で
、
併

設
さ
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
イ
チ
ゴ
温
室
は

空
っ
ぽ
な
の
に
け
っ
こ
う
な
賑
わ
い
に
驚
き
ま

し
た
。

昼
食
を
終
え
視
察
本
番
と
な
り
、
い
ち
ご
の

里
の
専
務
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
イ
チ
ゴ
の
摘
み
取
り
園
な
ら
ど
こ
に
で
も

あ
る
。
で
も
従
業
員
か
ら
す
れ
ば
イ
チ
ゴ
が
終

わ
っ
た
か
ら
と
休
み
に
し
て
は
、
従
業
員
の
生

活
を
含
め
頑
張
っ
て
仕
事
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
1
年
を
通

し
て
仕
事
を
作
る
。
で
も
、
仕
事
が
あ
っ
て
も

収
益
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
。」

と
の
考
え
か
ら
、
1
年
を
通
し
て
、
い
つ
来
て

も
何
か
が
有
る
と
い
う
こ
と
で
、
イ
チ
ゴ
・
さ

く
ら
ん
ぼ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
ぶ
ど
う
狩
、
そ

の
合
間
を
縫
っ
て
オ
ー
ナ
ー
制
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ・枝
豆
畑
、
と
切
れ
目
な
く
続
き
、
そ
し
て
、

イ
チ
ゴ
狩
畑
の
管
理
か
ら
出
る
イ
チ
ゴ
を
使
っ

た
ケ
ー
キ
・
ジ
ャ
ム
作
り
の
教
室
、
ま
た
ケ
ー

キ
や
ジ
ャ
ム
等
を
売
店
で
販
売
、
農
場
で
取
れ

る
も
の
を
無
駄
な
く
使
い
収
益
に
結
び
付
け
て

い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
制
で
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
気
持
ち
よ
く
収
穫
な
ど
を
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
休
憩
所
の
整

備
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
見
た
イ
チ
ゴ
が
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
高
地
な
ら
作

れ
る
と
い
う
夏
収
穫
の
イ
チ
ゴ
を
実
験
中
と
の

こ
と
で
、
培
地
を
地
下
水
で
冷
却
し
、
空
間
は

遮
光
、
ミ
ス
ト
に
よ
り
気
温
を
下
げ
る
こ
と
で

作
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
、
各
視
察
先
と
も
私
達
が
最
も
聞
き
た

か
っ
た
「
ど
う
臨
む
か
、ど
う
臨
ん
だ
か
」「
雇

用
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
在
り
方
」
等
に
つ
い

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

いちごの里湯本農場
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2
期
に
渡
り
編
集
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
今

期
は
編
集
委
員
長
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
文
章
を
書
く
こ
と
を
苦
手
と
す
る

私
に
務
ま
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
編
集
委
員
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
助

け
て
頂
き
、
年
2
回
計
6
号
の
「
農
委
だ
よ

り
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
諸
先
輩
方
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
「
農
委
だ
よ
り
」
が
、
昨
年
4

月
に
椿
山
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
国
情

報
会
議
で
、
全
国
農
業
新
聞
賞
に
入
賞
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、「
農
委
だ
よ
り
」
を
通
し

て
、
農
業
委
員
の
活
動
を
伝
え
て
い
く
と
共

に
、
市
内
農
家
の
方
々
の
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
願
い

ま
す
。

編
集
委
員
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
今
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
金
子
嘉
昭
）

早
い
も
の
で
農
業
委
員
も
二
期
目
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
編
集
委
員
を

仰
せ
つ
か
っ
て
6
年
が
立
ち
ま
し
た
。
各
号

を
発
行
す
る
度
に
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ら
れ
て
る

か
な
、
も
っ
と
伝
え
た
い
こ
と
が
有
る
の
に

と
の
思
い
が
交
差
し
ま
す
。
農
家
を
取
り
巻

く
環
境
も
、
農
地
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
以

前
よ
り
も
ま
し
て
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま

す
。「あ

れ
、
こ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
な
？
」「
こ
ん
な
時
っ
て
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
な
」
そ
ん
な
時
は
、
お
近
く
の
農
業

委
員
に
声
を
か
け
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
答
え
ま
で
は
ゆ
か
な
く
て
も
、

方
向
性
く
ら
い
は
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
小
池
正
一
）

6
期
18
年
、
船
橋
の
農
業
委
員
と
し
て
、

ま
た
千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会
の
会
長
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
消
費
者
は
新
鮮

な
農
産
物
を
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
高
い

相
続
税
の
た
め
に
船
橋
の
農
地
は
減
少
す
る

ば
か
り
で
す
。
尚
更
、
日
本
農
業
を
大
本
か

ら
壊
す
T
P
P
へ
の
参
加
を
許
す
わ
け
に

◦ 

︱
編
集
後
記
︱ 

◦

い
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
船
橋
の
農
業
を
守

り
、
農
業
者
が
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
行
動
し

て
い
き
た
い
で
す
。�

（
齋
藤
教
子
）

農
業
委
員
と
農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
に
な

り
3
年
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
他
の
編
集

委
員
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
ら

な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

視
察
や
行
事
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
悪
戦
苦
闘

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
元
、
何

と
か
こ
こ
ま
で
く
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

農
委
だ
よ
り
を
農
家
の
皆
さ
ん
の
目
に

と
め
て
戴
き
、
農
業
委
員
会
と
い
う
組
織
を

識
っ
て
戴
き
、
船
橋
農
業
の
現
況
を
お
し
ら

せ
す
る
に
は
、
農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
な
り

文
章
作
成
の
大
切
さ
大
変
さ
を
改
め
て
教
え

て
戴
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
を
他
の
事
に

も
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。
3
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
木
村
正
伸
）

原
稿
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
、
3
年
間
相
変

わ
ら
ず
締
め
切
り
日
と
の
格
闘
で
し
た
。

農
業
委
員
に
な
り
編
集
委
員
を
任
命
さ

れ
、
仕
事
は
事
務
局
が
行
っ
て
く
れ
る
の
か

と
思
っ
て
い
た
ら
、
取
材
や
記
事
の
作
成
は

編
集
委
員
自
ら
行
う
事
と
言
わ
れ
、
こ
の
仕

事
を
こ
な
し
て
行
け
る
の
か
自
信
の
無
さ
と

不
安
が
過
ぎ
り
ま
し
た
。
農
委
だ
よ
り
が
発

行
さ
れ
ほ
っ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
次
号

の
編
集
会
議
、
時
間
と
の
戦
い
で
し
た
。
取

材
記
事
を
担
当
者
が
持
ち
寄
り
編
集
検
討
を

行
い
ま
す
が
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
記
事
を

書
い
て
来
る
の
だ
ろ
う
、
ど
う
す
れ
ば
あ
の

様
な
表
現
が
出
来
る
の
か
未
だ
に
判
り
ま
せ

ん
。
諸
先
輩
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
3
年
間
何

と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
か
っ
た
様

で
短
い
期
間
の
様
に
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
任
命
さ
れ
今
日
ま
で
の
思
い
出
が

頭
を
過
ぎ
り
ま
す
。

あ
っ
、今
回
も
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
だ
。つ

た
な
い
記
事
し
か
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
仲
村
弘
）

現
編
集
委
員
に
よ
る
発
行
は
、
こ
れ
で
終

わ
り
で
す
。
次
号
か
ら
の
新
編
集
委
員
に
よ

る
「
農
委
だ
よ
り
」
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

私
た
ち
が
作
っ
た
船
橋
に
ん
じ
ん

�

ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
で
す

生
産
者
自

ら
、
ス
ー

パ
ー
の
野
菜

コ
ー
ナ
ー
に

店
員
と
し
て

立
ち
、
ベ
ー

タ
ー
キ
ャ

ロ
ッ
ト
の
販

売
促
進
を

行
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。

名
前
は
「
船
橋
ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト

組
合
（
組
合
長
・
石
神
辰
巳
）」。

専
任
の
営
業
担
当
役
員
を
置
き
、
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
量
販
店
や
市
場
に
対
し

積
極
的
に
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
10
年
前
に
組
合
を
立

ち
上
げ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
他
の
ニ

ン
ジ
ン
に
比
べ
歩
留
ま
り
が
悪
か
っ
た
た

め
、
生
産
者
が
組
合
を
去
り
、
現
在
は

当
初
の
半
分
以
下
の
組
合
員
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

し
か
し
、
組

合
員
の
努
力
に
よ
り
出
荷
数
量
は
組
合
発

足
当
時
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

あ
る
時
、
都
内
の
量
販
店
の
バ
イ
ヤ
ー

が
こ
の
組
合
の
ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に

着
目
し
、「
自
社
の
販
売
品
目
と
し
て
扱

い
た
い
」
と
言
わ
れ
た
事
が
き
っ
か
け
と

な
り
、販
路
が
開
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
山
積
に
し
て
し
ま
え
ば
他
の
ニ
ン
ジ

ン
と
見
わ
け
も
付
き
に
く
い
」
な
ら
ば
、

ち
ゃ
ん
と
名
前
を
付
け
「
こ
の
様
な
特
徴

を
持
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
で
す
」
と
真
正
面
か

ら
消
費
者
に
訴
え
よ
う
と
感
じ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
毎
年
ニ
ン
ジ
ン
の
季
節
に

な
る
と
、
積
極
的
に
販
売
し
て
く
れ
る
店

舗
に
出
向
き
、
自
ら
消
費
者
に
こ
の
ニ
ン

ジ
ン
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
商
品
を
手

に
取
っ
て
も
ら
っ
て
購
入
し
て
も
ら
う
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
ニ
ン
ジ
ン
の
フ
ァ
ン

に
成
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
地
道
な
販
売
努

力
に
よ
っ
て
、
販
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。

折
し
も
、
取
材
中
に
店
舗
の
青
果
担
当

の
方
か
ら
「
生
産
者
の
方
が
お
客
様
に
直

接
商
品
説
明
や
特
徴
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
頂
く
と
い
う
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
有

り
、
我
々
店
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と

な
ん
で
す
」
と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

お
店
の
方
に
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
き
に

「
船
橋
ベ
ー
タ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
で
す
」、「
こ

こ
日
本
橋
よ
り
電
車
で
わ
ず
か
30
分
！
船

橋
で
取
れ
た
ニ
ン
ジ
ン
な
ん
で
す
よ
」
と

元
気
の
よ
い
女
性
の
声
が
売
り
場
か
ら
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
石
神
辰
巳
組
合
長
と
仲
村

弘
さ
ん
、
そ
し
て
船
橋
市
農
水
産
課
の
女

性
職
員
も
駆
け
つ
け
、
売
り
場
に
元
気
な

売
り
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
特
許
庁
地
域
団
体
商
標
と
し
て

「
船
橋
に
ん
じ
ん
」
と
い
う
登
録
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
生

か
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
こ
の
中
に
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

最
後
に
快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ

い
た
、
イ
オ

ン
マ
ー
ケ
ッ

ト
株
式
会

社
ピ
ー
コ
ッ

ク
ス
ト
ア
ト

ル
ナ
ー
レ
日

本
橋
浜
町
店

の
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま

す
。


